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1. 本園の教育保育目標   

  「 ほとけの子を伸び伸びと育てる 」 

義務教育及びその後の教育の基礎を培うものとして、０歳児から小学校就学前までの園児の成長を

見据え、教育並び保育を一体的に行うことを目標とする。 

１． 命の尊さと生きる喜びを感じとる 

２． 身近な自然や社会の恵みに感謝する 

３． みんなと仲良くし、希望を持って生活する 

  

２. 本年度重点的に取り組む目標・計画 

  １．障がい児保育 

統合保育を基本とし、配慮を必要とする子どもに対して担当加配保育士を配置し共に成長し合

える環境をつくる。 

  ２．感染対策を講じた上での行事等の再開 

    園児の安全を第一に考え、内容を工夫する。 

 

3. 評価項目の達成及び取り組み状況 

 評価項目 評価 取り組み状況 

1 

個々の特徴を捉えた療育支援の実

施（統合保育と分離保育の調和）

について 

Ａ 

・個別カリキュラムの作成（音楽療法を含む） 

・保育カンファレンスの開催（療育担当者・加配保

育教諭・クラス担任等） 

2 行事の実施と内容について Ｂ 

・園生活の集大成である運動会、発表会に開催 

（幼児クラス） 

・保育参観（乳児クラス） 

評価（A…十分に成果があった B…成果があった C…少し成果があった D…成果がなかった） 

 

4. 総合的な評価結果 

評価 理 由 

Ｂ 

１． 特に配慮を必要とする園児に対しより綿密なカンファレンス会議を行い、成長を促

せたことは確実で、園独自の療育においてのかかわりの成果は十分に感じられた。

保護者に対しては約月に一度の配信を行い療育での様子を伝えることができ、成長

を共有することができた。 

２． コロナの完全終息を待たずして行事を再開したことについては、近隣の学校や園と

足並みをそろえた。幼児クラスのみの運動会や発表会も分散開催とし、入場制限を

かけての実施としたが、観覧してもらえなかった祖父母の方には、残念な思いをさ

せてしまった。乳児の参観に関してはマスク着用が不可能なため、出席の有無を保

護者に委ねた。結果、ほぼ全員の参加が見られたことから、保護者がどれほど我が

子の園生活に関心があり、見たかったのかが切実にわかった。 

評価（A…十分に成果があった B…成果があった C…少し成果があった D…成果がなかった） 

 

 



 

5. 今後取り組む課題  

   個々の成長に合わせた保育教育計画について、特に配慮を必要とする園児のみならず、０歳から

卒園児までのすべての園児を対象に考え、必要に応じたカンファレンスを重ねることができるよう

な組織づくりを行う。我が園独自の取り組みとして始めた、障がい児発達支援、乳児リトミック等

を軸に幼児教育を展開していく過程において、就学前の姿を具体的に思い描き、計画的にかつ愛情

をもって関わることができるようにする。 

   行事については、感染症の動向を鑑み、子どもの心身の成長につながるための行事であるかどう

かを再確認し、有意義な試行錯誤を行ったうえで、職員と保護者が共通理解のもと進められるよう

にする。 

 

   令和５年度は園児数も１８０人でスタートし、職員数も新規採用の正規８人、臨時３人を加える

と６２人となる。大所帯であっても、地域に育てていただいた福祉施設として、その役割が理解で

きる職員集団であり続けたい。 

 

6. 学校関係者評価委員会の評価 

   令和５年４月１４日(金) 午後７時から 評価委員６名の出席をもって 評価会議を行う。  

    Ａ  十分達成できている 

   Ｂ  おおむね達成できている 

 Ｃ  達成できているが課題もある 

Ｄ  取り組んでいるが成果が不十分である 

Ｅ  取り組みが不十分である     

 

（評価委員から） 

 ・不適切保育やバス置き去り事故等のニュースを見て、そんなことがどうして起きるのかと高田保育

園からは想像もつかないことだったので大変驚いた。 

 ・普段から、理念や目標が職員だけでなく、保護者も同じだという意識を根付かせて行くべきである

と感じている。そのために、もっと保護者会で出来ることはどんどん振ってもらっていいと思うし

一生懸命がんばってくれている先生の力になりたい。そう思っている保護者が大半だと感じている。 

 ・名前や顔を、担任の先生だけでなく、全員の先生が覚えてくれていて、その日の様子を伝えてくれ

ることに感動した。職員会議等、職員全体の話し合いはいつしているのか、こどもが常にいる中で

の伝達は工夫がいるのだろうと思う。 

 ・福祉の中で育まれたこれまでの伝統や歴史を大切にし、何より仏様に手を合わせて感謝する精神を

忘れずに、日々子ども達と向き合っていただきたい。      等々 

 

   約２時間たくさんのお話しを頂戴しました。これからも、反省と改善を繰り返し、地域に必要と

される高田保育園でありたいと改めて感じました。ありがとうございました。 

            




